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１．新時代の教育のための国際協働（「倉敷宣言」の推進） 

９６１百万円【新規】 

○新時代の教育のための国際協働プログラム（Ｇ７倉敷宣言プログラム）

平成２８年５月に開催のＧ７倉敷教育大臣会合で合意された「倉敷宣言」にお

いて、Ｇ７各国間で教育に関する理念や課題が共有され、国際協働の重要性が確

認されたことを踏まえ、各国の豊かな経験を学び合うことにより教育実践を改善

し、新たな時代に求められる資質・能力の育成を実現していくために、国際協働

プログラムを実施する。 

◆国際協働事業 

 倉敷宣言の合意事項に関連した分野における各国の教育実践や経験を評価・ 

共有するための比較研究、モデル事業等の国際協働事業を実施。 

◆教員交流 

Ｇ７各国に教員等を派遣し、現地学校の視察、モデル授業等の実践及び現地 

教員とのワークショップ等を実施。また、帰国後の派遣経験者、相手国教員等 

が参加し、成果の共有等を行う国際フォーラムを開催。 

◆優良事例共有プラットフォームの構築 

  Ｇ７各国等の学校・教員の先進的な取組の提供、教育関係の各種データの共 

有、教育関係者の意見交換等のために、ウェブ上にプラットフォームを構築。 

◆二国間教育ワークショップの開催 

  Ｇ７各国の関心が高い分野を中心に、日本及び相手国の政府、教育関係者、 

研究者、教員等が議論するワークショップを開催。 

◆国際機関との連携によるグローバルな展開 

  国際機関の活用により、相互の学び合いや国際的な指標の開発を促進し、 

Ｇ７各国共通の課題への対処や、先進国を含む国際社会全体の開発目標である 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実現に向けた取組を推進。 
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２．諸外国・国際機関等との連携によるグローバル 

な人材の育成等 ６１５百万円 

(対前年度増減 ＋４１百万円) 

（１）日本型教育の海外展開  １００百万円 

(対前年度増減  ＋３７百万円) 

近年、諸外国の首脳、閣僚等から我が国の教育への高い関心が示される中、よ

り層の厚い日本型教育の海外展開を推進するため、関係省庁・政府系機関・教育

関連機関等で構成する｢日本型教育の海外展開官民協働プラットフォーム｣

（EDU-Portニッポン）を立ち上げたところ。 

このスキームの下、教育の海外展開モデルを形成するとともに、諸外国との強

固な信頼・協力関係の構築、日本の教育機関の国際化、教育産業等の海外進出の

促進を図るため、国別・分野別分科会、国際フォーラムの開催に加え、パイロッ

ト事業を実施する。 

◆官民協働プラットフォーム 

   関係省庁・法人・民間企業等で構成する日本型教育の海外展開の官民協働プラ

ットフォームのスキームを立ち上げたところ。このスキームの下、関係者間での

情報共有を図るとともに、日本の教育についてより層の厚い海外展開の案件形成

を目指す。案件形成にあたっては、在京・在外大使館等、諸外国の関係者とも情

報共有・意見交換を行う。     

◆国別・分野別分科会 

   複数セクターが連携した展開案件が想定される国について国別分科会を設け、

各対象国におけるニーズの明確化等を行う。また、それを踏まえた分野別分科会

において、具体の分野における展開にあたっての課題や解決策の検討を深める。     

◆国際フォーラム 

   新たな展開案件の具体的な進展が見込まれる国において、当該国の教育協力に

関する国際フォーラムを開催し、日本型教育に係る具体的取組みの紹介等を通じ

て、展開案件の形成促進を図る。     

◆パイロット事業 

   将来的に二国間の優良案件になることが見込まれるものについて、パイロット

事業を行い、展開案件の形成を促す。 
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（２）国際バカロレアの推進  ８９百万円 

(対前年度増減  ±０百万円) 

国際バカロレア（ＩＢ）は、課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケー

ション能力など、グローバル化に対応できるスキルを身につけた人材を育成するた

めの国際的な教育プログラムである。このうち、１６歳から１９歳を対象とするデ

ィプロマプログラム（ＤＰ）は、所定のカリキュラムを履修し、最終試験に合格す

ることで、国際的に通用する大学入学資格（ＩＢ資格）を取得できるプログラムで

あり、世界の主要な大学において、入学審査等に広く活用されている。 

近年、我が国においても、グローバル人材育成の観点から国際バカロレアに注目

が集まっており、「日本再興戦略-JAPAN is BACK-」（平成２５年６月１４日閣議

決定）において、国際バカロレア認定校等の大幅な増加を目指す（2018年までに

200校）こととされている 

このため、ＤＰの一部科目を日本語でも実施可能とするプログラム（日本語ＤＰ）

の開発・導入など、国内における国際バカロレアの普及・拡大のための取組を推進

する。 
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国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
の
推
進

・
課
題
発

見
・
解

決
能

力
、
論

理
的
思
考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化

に
対

応
し

た
素

養
・
能

力
の

育
成

を
重

視
し
た
国

際
的

な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
世
界
１
４
０
以
上
の

国
・
地

域
、

４
，
６
３
１
校

で
実

施
（
平

成
28

年
8月

現
在
）
。

 
・
高
校

レ
ベ
ル

の
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
は
、
国

際
的

に
通

用
す
る
大

学
入

学
資

格
（
ＩＢ

資
格

）
を

取
得

可
能

で
あ
り
、
世

界
の

主
要
大
学

の
入
学

審
査
等

で
広
く
活
用

。

国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
（
ＩＢ

）
と
は

：

Ｄ
Ｐ
で
は

、
こ
れ
ま
で
、
原
則
と
し
て
全

て
の

科
目

を
英
語

で
実

施
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
国
内
の
学
校
が
導
入
す
る
た
め
に
は
、

外
国

人
指

導
者
を
多
数
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
優

秀
な
日

本
人

教
員
の

活
用
が

困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
。

課
題

対
応

日
本

語
Ｄ

Ｐ
の

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
最

も
早

い
ケ

ー
ス

）
 

日
本
語
Ｄ
Ｐ
課
程
開
始
（
２
年

生
）

 
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
実
施
（

３
年
生

）
 

試
験
結
果
通
知

 
卒
業

 

※
日

本
語

Ｄ
Ｐ
対
象
科
目
：
歴
史
、
地
理
、
経
済
、
物

理
、
化
学

、
生

物
、
数

学
、
音

楽
、
美
術

、
知

の
理
論

（
TO

K）
、
課
題
論
文
、

C
AS

 

国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
と
の
協
力
の
下
、
Ｄ
Ｐ
の

一
部
科

目
を
日
本

語
で
も
実

施
可

能
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
語
Ｄ
Ｐ
）

の
開

発
等

を
行
い
、
ＩＢ

の
国
内
普
及
に
必

要
な
環

境
整
備

を
推

進
。

日
本

語
Ｄ
Ｐ
の

開
発

・
導

入

（
参

考
）

 
「
高

等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
第
四
次
提
言
） 

（
平

成
2
5
年

1
0
月

3
1
日
教
育
再
生
実
行
会

議
）
 

大
学
は
、
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
及
び
そ
の
成
績
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

国
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
る
活
用
を
促
進
す
る
。

「
世

界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
の
た
め
に

―
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア

 
 ッ

プ
提

言
―
」
(平

成
2
5
年

6
月

1
3
日
日
本
経
済
団
体
連
合
会

) 

語
学
力
の
み
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
異
文
化
を
受
容
す
る
力
、
論
理
的
思
考
力
、
課
題

 発
見
力
な
ど
が
身
に
着
く
ＩＢ

デ
ィ
プ
ロ
マ
課

程
(1

6～
19

歳
対
象

)は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

 
す
る
上
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

平
成
２
９
年
度
要
求
額

 
８
９
百

万
円

平
成
２
８
年
度
予
算
額

 
８
９
百

万
円

国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
認

定
校

等
を

２
０
１
８
年

ま
で
に
２
０
０
校

に
 

※
平

成
28

年
8月

現
在

 
PY

P                                                
                      ：
認
定
校

21
校

 候
補
校
等

11
校

 
M

YP
 ：認

定
校

10
校

 候
補
校
等

11
校

 
DP

          
 ：認

定
校

28
校

 候
補
校
等

12
校

 

「日
本
再
興
戦
略

 -
 J

A
P
A
N
  is

  B
A
C
K 

- 
」 

  
（
平

成
2
5
年

6
月

閣
議

決
定

） 
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合

戦
略
」
（
20

15
改

訂
版

）
 

  （
平

成
27

年
12

月
閣

議
決

定
）
 

２
０
２
０
年
ま
で
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
等
を

 
２
０
０
校
以
上
に
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（３）国際連合大学を通じた地球規模課題解決に資する 

グローバル人材育成等  １５５百万円 

(対前年度増減   ±０百万円) 

人類の生存、開発、福祉など、国連及びその加盟国にとって緊急性の高い地

球規模課題の解決に寄与するため、国連システムのシンクタンクであり、国際

的な学術機関ならびに国連組織との架け橋という役割を担う国連大学を通じて、

以下の諸事業を実施する。 

◆地球規模課題の解決に資するグローバル人材の育成   （３９百万円） 

貧困・環境・水の安全性・資源・防災・生物多様性・人間の安全保障等、広 

範にわたる地球規模課題に対し、サステイナブルに課題解決志向で対処しうる 

グローバル人材を育成する。この際、育成した人材の国際機関への就職支援に 

係る体制整備を図るほか、日本の大学とのジョイント・ディグリー実施を推進 

する。 

◆地球規模課題の解決に資する国際協力プロジェクトの実施 （６１百万円） 

重点的に取り組むべき分野を設定した上で、我が国政府・大学・企業関係者 

等の英知を結集し、日本のイニシアティブにより、専門家派遣等を通じて課題 

解決に直接的に資する国際協力プロジェクトを、公募して実施する。 

◆日本のリーディング大学院との連携によるグローバル人材育成 （２１百万円） 

日本のリーディング大学院及びアフリカ各国の大学・研究機関が連携し、ア 

フリカに日本の大学院生を派遣することにより、国際連合等が取り組む喫緊の 

地球規模の諸課題の解決に貢献する人材を育成する。 

◆大学院プログラム等の実施  （３４百万円） 

地球規模課題解決に資する、国連システムのシンクタンクとしての国連大の 

機能を活用し、大学院プログラム、グローバルセミナー事業等を実施する。 
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地
球

規
模

課
題

解
決

へ
貢

献
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人

材
育
成

を
強
化

国
際

連
合

大
学

を
通

じ
た
地

球
規

模
課

題
解

決
に
資

す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人

材
育

成
等

 

◆
地

球
規

模
課
題
解

決
に
係

る
国

内
外

の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材

育
成

 
 （

 ３
９
百

万
円

）
 

 
貧

困
・
環
境
・
水

の
安

全
性

・
資

源
・
防

災
・
生
物

多
様
性

・
人
間
の

安
全
保

障
等
、
広

範
に
わ
た
る
地

球
規

模
課

 題
に
対

し
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

に
課

題
解

決
志
向

で
対

処
で
き
る
国

内
外

の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材

を
育
成

。
 （
日

本
の

学
生

の
国
際
機
関
就
職
支
援

 / 
日

本
の
大
学

と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
実

施
に
向
け
た
諸

調
整

含
む
）

 

◆
地

球
規

模
課
題
解

決
に
資

す
る
国

際
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

  
（

 ６
１
百

万
円

）
 

 
重

点
的

に
取
組

む
べ

き
分

野
を
設

定
し
た
上
で
、
我
が

国
の
政

府
機
関

・
大
学

・
企
業
関

係
者
等

の
英

知
を
結

集
 し

、
日

本
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
る
国

際
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公

募
に
よ
り
実

施
。

◆
日

本
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大

学
院

と
の

連
携

に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成

 
 （
２
１
百

万
円

）
 

 
日

本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大

学
院

及
び
ア
フ
リ
カ
各
国
の

大
学
・
研

究
機
関

と
連
携

し
、
ア
フ
リ
カ
に
日

本
の

大
学

院
生

を
派

遣
し
、
国

際
連

合
等

が
取

り
組

む
喫
緊

の
地

球
規

模
の
諸

課
題

の
解

決
に
貢
献

す
る
人
材
を
育
成
。

   
◆

大
学

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等

の
充

実
 

 （
３
４
百

万
円

）
 

 
 
地

球
規
模

課
題
解

決
に
資

す
る
、
国

連
シ
ス
テ
ム
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
国
連

大
の
機

能
を
活

用
し
、
大

学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
及

び
学

生
・
市

民
向

け
セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実

を
推

進
。

 
 人

類
の

生
存

、
開
発

、
福
祉
な
ど
、
国
連

及
び
そ
の

加
盟
国

に
と
っ
て
緊

急
性

の
高
い
地

球
規
模
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
た
め
、
 

国
連

シ
ス
テ
ム
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
国
際
的

な
学

術
機
関

な
ら
び
に
国

連
組

織
と
の

架
け
橋

と
い
う

 役
割
を
担
う

  
国
連
大
学
を
通
じ
 

て
、
以

下
の
諸

事
業
を
実
施
す
る
。
 

事
業

内
容

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め
の

20
30
ア
ジ
ェ

ン
ダ

グ
ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

 

ア
フ
リ
カ

と
の

連
携

地
球

規
模

課
題

解
決

 平
成

２
９
年

度
要

求
額

 
１
５
５
百

万
円

 

 
平

成
２
８
年

度
予

算
額

 
１
５
５
百

万
円

 

事
業

目
的
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（４）ユネスコとの連携によるグローバル人材育成 ２７１百万円 

(対前年度増減   ＋３百万円) 

近年のグローバル化をはじめとする国際社会の多様性に対応するユネスコの取

組と連携して、我が国のユネスコ活動の活性化及び国内外における持続可能な開

発のための教育（ＥＳＤ）の一層の推進を図るなど、国際的に活躍できる人材育

成に資する事業を展開する。 

○日本／ユネスコパートナーシップ事業 １００百万円(８０百万円) 

国内のユネスコ活動に関係のある機関等の活動強化を通じて、ユネスコ活動 

の普及と理解の促進を図り、ユネスコの理念・目標の実現を目指す。従来のユ 

ネスコスクール支援事業、ユースフォーラム開催等に加え、学校におけるＥＳ 

Ｄの取組を更に効果的に推進するほか、「世界の記憶」や昨年ユネスコにおいて 

正式事業化された世界ジオパークに関する事業を実施する。 

○グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進 ５６百万円(６１百万円) 

 教育委員会及び大学が中心となり、ユネスコ協会及び企業等の協力を得つつ、 

ＥＳＤの推進拠点であるユネスコスクールとともにコンソーシアムを形成し、 

国内におけるＥＳＤの実践・普及及び国内外における学校間の交流等を促進す 

る。 

○ＥＳＤグローバル・アクション・プログラム(ＧＡＰ)信託基金

 １１５百万円(１２６百万円) 

「ＥＳＤグローバル・アクション・プログラム(ＧＡＰ)」に明記されている 

優先行動分野に重点的に取り組み、ＥＳＤを戦略的により一層推進するため、 

ユネスコに信託基金を拠出し、「地域コミュニティ」、「教育者」、「ユース」等 

に関する事業を実施する。 
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国
 

企
画

競
争
・
委
託
 

民
間

団
体
等
 

（
１
）
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

等
の

支
援

－
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
務
局
運
営

 －
A

S
P

U
ni

vN
et

 運
営
管
理
事
業

 
－
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
関
係
者
の
全
国
規
模
で
の
研
修
、
意
見
交
換
、

 
 

情
報
共
有
に
関
す
る
事
業

－
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
及
び
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

（
２
）
ユ
ネ
ス
コ
活

動
に
関

す
る
喫

緊
の

課
題

へ
の

対
応

 
 
－
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等

 
 
－
「
世
界
の
記
憶
」
の
適
切
な
理
解
に
関
す
る
普
及
啓
発
等

 
 
－
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
手
引
」
を
活
用
し
た
研
修
、

E
S
D
重
点
校
形
成
事
業

 
 

○
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
及
び
目
的
の
実
現
に
向
け
、
国
内
の

ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
係

の
あ
る
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
、
ユ
ネ
ス
コ
と
公
的

関
係
を
有
す
る
機
関
・
団

体
等
）
と
の
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
事
務
局
運
営
や
全

国
規
模
の

意
見
交
換
の
場
の
設
置
、
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
を
行
う
。

○
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は

、
平
成

27
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
正
式
事
業
化
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
審
査
へ
の
適
切
な
対
応
、
及
び
国
内
外
の

研
究
者
や
関
係
自
治
体
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を
行
う
。

○
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
い
て
、
申
請
希
望
者
の
増

大
や
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
地
域
登
録
も
見
据
え
た
国
内
公
募
枠
の
拡
充

等
を
踏
ま
え
、
本
事
業
に
対
す
る
適
切
な
理
解
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
の
取
組

や
「
世
界
の
記
憶
」
関
係
者
を
招
聘
し
た
国
際
会
議
の
開
催
等
を
実
施
す
る
。

○
昨

年
８
月
に
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
教
育
小
委
員
会

E
S

D
特
別
分
科
会
に

お
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
E

S
D
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
（
E

S
D
特
別
分
科

会
報
告
書
）
」
を
踏
ま
え
、
先
進
的
な
取
組
の
支
援
や

「
E

S
D
推
進
の
手
引
」
を

活
用
し
た
研
修
を
実
施

す
る
。

日
本

/
ユ

ネ
ス

コ
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
事

業
 

事
業

概
要

・
目

的
 

事
業

イ
メ

ー
ジ

・
具

体
例

 

資
金

の
流

れ
 

○
若
者
・
青
少
年
に
対
す
る
ユ
ネ
ス
コ
へ

の
関

心
を
喚

起
す
る
こ
と
に

よ
る
将
来
に
わ
た
る
ユ
ネ
ス
コ
活

動
の

活
性

化

○
国
内
外
の
専
門
家
や

関
係

機
関

等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

を
通
じ
た
、
ユ
ネ
ス
コ
事

業
の

更
な
る
充

実

○
ユ
ネ
ス
コ
事
業
へ
の
適

切
な
理

解
の

促
進

と
登

録
事

業
へ

の
参

画

○
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
通
じ
た
持

続
可

能
な
社

会
の

構
築

に
対

す
る
認

識
の
向
上
と
国
際
的
な
関

心
の

醸
成

期
待

さ
れ

る
効

果
 

平
成

２
９
年
度
要
求
額

  １
０

０
百
万
円

平
成

２
８
年
度
予
算
額

   
 ８

０
百
万
円
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E
S

D
推
進
の

た
め

の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の

形
成

 

ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー

ル
【
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
拠

点
】

 

Ａ
 国

 
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

 

 
教

育
委

員
会

及
び
大

学
が
中
心
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
協

会
及

び
企

業
等

の
協

力
を
得
つ
つ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
拠
点
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

と
と
も
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実

践
・普

及
及

び
国

内
外
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
間
の
交
流
等
を
促
進
す
る
。
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
置
か

れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
教

育
委
員

会
、
大
学

、
ユ
ネ
ス
コ
協

会
及

び
企
業
等
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
の

活
動

・
連

携
の

促
進

、
学

校
、
社
会
教
育
施
設
等
の

域
内
で
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
連

携
強

化
及
び
国

内
外
に
お
け
る
交
流
の
円
滑
化
を
図
る
。

こ
れ

に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ

る
資

質
・
能
力

を
育

む
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
の
幅

を
広
げ
、
学
校
に
限
ら
な
い
広
範
な
普
及

を
図

り
、
国

際
的

視
野

を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

裾
野
を
広

げ
る
。

 

平
成

２
９
年
度
要
求
額

  
 ５

６
百
万
円

 
平

成
２

８
年
度
予
算
額

  
 ６

１
百
万
円

 

交
 

流
 

交
 流

 

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
メ

ン
バ

ー
間

の
連

携
強

化
 

Ｅ Ｓ Ｄ コ ー デ ィ ネ ー タ ー
ユ

ネ
ス
コ

 
協

会
 

企
 業

 

大
 学

 
教

育
 

委
員

会
 

N
G

O
 

グ
ロ
ー
バ

ル
人

材
の

裾
野

拡
大

国
内

外
に
お
け
る
交

流
の

円
滑

化
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
の

一
層

の
推

進
 

活
動

・
連
携

 
の

促
進

 
社 会 教 育

 
施 設

 

青 少 年 教 育
 

施 設
 

交
流

の
促
進

 
ユ ネ ス コ ス ク ー ル

以 外 の 学 校

Ｂ
 国

 
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
 

国
内
他
地
域
 

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
 

Ｅ Ｓ Ｄ の 普 及 ・ 促 進 ・ 連 携

 Ｅ
Ｓ

Ｄ
を

通
じ

て
育
ま
れ
る
力
 

・
持
続
可
能

な
開
発
に
関
す
る
価
値
観

 

・
体
系
的
な
思
考
力

 

・
代
替
案
の

思
考
力

 

・
デ
ー
タ
や

情
報
の
分
析
能
力

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

 

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
機
能

 

・
国
内

外
の

学
校

と
の

交
流
促

進
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
の

支
援

 

・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間

の
連

携
強

化
 

・
社
会

教
育

施
設

等
と
の
連

携
強
化

 

・
域
内

の
学

校
等

へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
普

及
・
促

進
 

連
携

の
 

促
進

 

Ｃ
 国

 
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

 

交
 流

 
交

 流
 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

 

Ｅ
Ｓ

Ｄ
活

動
の

支
援
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 E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム

（
G
A
P
）
信
託

基
金
 
 

戦
略

的
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

実
質

化
と

ES
Dの

一
層
の

展
開

 平
成

２
９
年
度
要
求
額

  
１

１
５
百
万
円

 

平
成

２
８
年
度
予
算
額

  
１

２
６
百
万
円

 

事
業

目
的

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
５
つ
の
優
先
行
動
分
野

 
 
 
 

「
E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

(G
A

P
)」

 は
、
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の

1
0年

(D
E
S
D

)」
の
後
継
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

平
成

2
5
年

1
1
月

、
第

3
7回

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
、
平

成
2
6
年

1
2
月
の
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
ユ
ネ
ス
コ
が
主
導
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

 平
成

2
6
年

1
1
月
、

 
ユ
ネ
ス
コ
と
我
が
国
が
共
催
す
る
「E

S
D
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」に

お
い
て
、

G
A

P
の
開
始
が
正
式
に
発
表
さ
れ
、

G
A

P
の
具
体
的
な
実
施
に
向
け
て
、
各
ス
テ
ー
ク

 
ホ
ル
ダ
ー
が

E
S
D
を
更
に
強
化
し
、
そ
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
宣
言
す
る
「
あ
い
ち
・な

ご
や
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

 
 

 以
上

を
受
け
、

G
A

P
の
５
つ
の
優
先
行
動
分
野
「
政
策
的
支
援
」
 「
機
関
包
括
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
 「
教
育
者
」
 「
ユ
ー
ス
」
 「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
に
対

し
て
信

託
基
金
を
拠
出
し
、
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
た
全
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
国
を
対
象
と
す
る

E
S
D
に
関
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。

 

事
業

概
要

「
E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
G
A
P
)
」
に
沿
っ
た
E
S
D
事
業
の
実
施
 

G
AP

の
進

捗
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
た
め
、
毎
年
レ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
報

告
書
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議

を
開

催
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
世
界
的
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施

 

ES
Dに

機
関
包
括
型
ア
プ

ロ
ー
チ
で
取
り
組
む
全
世
界

に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

の
連
携
を
通
じ
、
機
関
包
括

型
ア
プ
ロ
ー
チ
の
事
例
を
収

集
し
、
容
易
に
実
施
で
き
、
魅

力
的
な
実
施
方
策
を
構

築
す

る
。

教
員
同
士
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、
優
良
事
例
の
共
有

を
図
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
教
員

の
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
さ
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
メ
ン

バ
ー
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
さ

せ
、
多
く
の
教
員
が
参
加
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
事
業
を
実

施
す
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

関
す
る
経
験
、
教
材
、
革
新

的
研
究
等
の
情

報
を
手
軽
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
オ
ン
ラ

イ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
）
を
構
築

す
る
。

機
関

包
括

型
ア
プ
ロ
ー
チ
実

施
校

の
連

携
 

 教
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

 
 構

築
 E

S
D
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の

 
 構

築

eラ
ー
ニ
ン
グ
及
び
モ
バ
イ

ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む
学

校
外
で
の
、
ユ
ー
ス
向
け

の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
学
習
の
機
会

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
事

業
を
実
施
す
る
。

 ユ
ー
ス
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
 の

構
築

 

機
関

包
括
型

ア
プ
ロ
ー
チ

政
策

的
支

援
教

育
者

 
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

 
ユ
ー
ス
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